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「
外
臺
秘
要
方
」
は
、
唐
代
の
医
学
書
の
中
で
も
『
千
金
要
方
」
、

「
千
金
翼
方
」
の
後
に
成
立
し
た
医
学
総
書
で
あ
り
、
唐
代
か
ら

現
在
ま
で
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
た
形
で
伝
わ
っ
て
い
る
重
要
な
も
の
の

一
つ
で
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
鍼
灸
の
内
容
は
随
所
に
あ
り
、
巻

三
十
九
『
明
堂
』
以
外
に
も
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
部
分
は

晴
唐
代
に
存
在
し
た
医
学
害
の
内
容
の
一
部
分
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
ま
た
亡
供
の
鍼
灸
害
の
内
容
部
分
に
も
踏
襲
し
て
い
る
部
分

が
多
く
包
括
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

巻
三
十
九
を
抜
く
全
四
十
巻
の
中
で
鍼
灸
に
関
連
す
る
掲
載
が

あ
る
条
文
を
列
挙
し
、
そ
の
条
文
数
及
び
引
用
書
名
を
検
索
し
た
。

次
に
『
外
臺
秘
要
方
」
に
お
い
て
鍼
灸
の
部
分
を
引
用
し
た
医

学
書
の
具
体
的
な
条
文
数
か
ら
検
討
し
て
み
る
と
、
最
も
多
く
引

用
さ
れ
た
も
の
は
、
「
千
金
方
」
の
面
条
で
、
他
の
医
学
書
と
比
較

P句
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『
外
臺
秘
要
方
」
の
鍼
灸

巻
三
十
九
「
明
堂
」
以
外
の
掲
載
内
容
に
つ
い
て

宮

川

隆
弘

し
て
遙
か
に
多
い
。
次
い
で
、
「
集
験
方
」
（
蛆
）
、
「
肘
後
方
」
（
”
）
、

「
千
金
翼
方
」
（
肥
）
、
「
備
急
方
」
（
Ⅳ
）
、
「
崔
氏
方
」
（
過
）
、
「
蘇

恭
」
（
皿
）
、
「
萢
汪
」
（
６
）
な
ど
一
条
の
み
引
用
さ
れ
た
も
の
も

含
め
て
羽
種
の
医
学
書
が
引
用
さ
れ
て
い
た
。
鍼
灸
書
は
、
「
黄
帝

鍼
灸
經
』
、
『
甲
乙
經
」
、
「
九
巻
』
（
各
１
）
、
『
灸
骨
蒸
法
圖
」
（
序

文
及
び
取
穴
法
）
が
引
用
さ
れ
て
い
た
。

『
外
臺
秘
要
方
』
が
引
用
し
た
現
存
す
る
医
学
害
に
お
け
る
鍼
灸

関
連
の
掲
載
の
中
で
「
千
金
方
」
の
引
用
が
最
も
多
く
、
引
用
し

た
版
本
が
ど
れ
で
あ
っ
た
の
か
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
宋
版
「
孫

真
人
千
金
方
」
及
び
宋
版
「
備
急
千
金
要
方
』
の
両
者
と
比
較
し

て
、
「
外
臺
秘
要
方
』
に
お
け
る
「
千
金
方
」
の
引
用
文
の
一
部
を

対
象
に
比
較
す
る
と
、
用
い
た
版
本
は
前
者
の
『
孫
真
人
千
金
方
』

が
一
致
し
た
。
更
に
引
用
文
の
末
尾
に
掲
載
さ
れ
た
引
用
書
の
巻

数
も
『
孫
真
人
千
金
方
』
が
一
致
し
た
。
『
外
臺
秘
要
方
』
所
収
の

「
千
金
方
」
か
ら
引
用
し
た
鍼
灸
の
内
容
は
、
「
孫
真
人
千
金
方
」

の
重
要
な
校
勘
資
料
及
び
欠
落
部
分
の
確
認
も
で
き
る
重
要
な
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
引
用
の
多
か
っ
た
「
千
金
翼
方
」
の
引
用
部
分
は
、
内
容

が
元
版
「
千
金
翼
方
」
と
一
致
す
る
も
の
の
、
各
末
尾
の
引
用
し
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た
巻
数
と
元
版
「
千
金
翼
方
』
に
は
、
別
の
巻
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
り
、
追
記
さ
れ
て
い
た
り
し
た
も
の
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

小
曽
戸
氏
、
篠
原
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
現
存
す
る
最
古

の
テ
キ
ス
ト
は
、
元
版
で
あ
り
、
林
億
ら
の
校
訂
を
受
け
て
い
る

の
で
、
原
型
が
更
に
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
傍

証
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
肘
後
方
」
は
、
『
外
臺
秘
要
方
」
巻
第
六
掲
載
の
灸
方
の
ほ
と

ん
ど
が
引
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
部
分
と
明
版
「
肘
後
備
急
方
」

巻
二
の
掲
載
内
容
と
比
較
す
る
と
「
外
臺
秘
要
方
』
が
引
用
し
た

条
文
と
順
番
の
相
違
や
未
掲
載
の
も
の
が
み
ら
れ
る
が
、
ほ
ぼ
一

致
し
て
い
た
。
こ
の
部
分
は
古
い
版
本
の
「
肘
後
方
」
の
一
面
を

示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

亡
侠
の
医
学
書
に
関
し
て
、
『
集
験
方
」
、
『
崔
氏
方
」
な
ど
比
較

的
多
く
見
ら
れ
た
が
、
多
く
は
散
在
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
あ

る
程
度
一
貫
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
は
巻
第
十
三
「
骨
蒸
傳
屍
鬼

桂
鬼
魁
」
掲
載
の
「
灸
骨
蒸
法
圖
四
首
」
及
び
巻
十
九
「
脚
気
論

下
」
掲
載
の
「
脚
気
灸
穴
」
が
該
当
す
る
。

「
骨
蒸
灸
法
圖
」
は
、
崔
知
悌
序
文
が
ま
ず
掲
載
さ
れ
、
次
に
四

つ
の
条
文
に
分
け
て
取
穴
法
及
び
主
治
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
第

二
の
条
文
ま
で
で
、
そ
の
末
尾
に
「
：
出
第
七
巻
中
」
と
あ
る
が
、

第
四
、
五
の
条
文
は
、
末
尾
に
「
…
出
第
一
巻
中
」
と
あ
る
。
文

脈
か
ら
判
断
し
て
も
第
四
、
五
の
条
文
は
、
崔
知
悌
で
な
く
別
の

人
名
が
文
頭
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
崔
知
悌
と
は
関
係
の
な
い
医
学

害
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
崔
知
悌
序
文
及

び
第
一
、
二
条
目
の
文
章
は
、
四
花
穴
の
最
も
古
い
伝
承
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

「
脚
気
灸
穴
」
は
、
『
医
心
房
」
巻
八
「
脚
気
」
の
部
分
と
ほ
ぼ

一
致
し
、
取
穴
法
の
末
尾
に
「
徐
同
。
」
、
「
蘇
同
。
」
と
い
う
よ
う

に
人
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
高
文
鋳
氏
の
指
摘

の
よ
う
に
、
亡
供
の
『
三
家
脚
気
諭
』
の
内
容
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

（
岐
阜
県
）


